
コロナ禍における職場での 
労働者の保護について 
職場でCOVID-19の集団発生が確認された場合、労働者の安全を確保するために、雇用主は以下の措置を講じなけれ
ばなりません。  
予防計画 

雇用主は、職場における COVID-19 の危険性を特定、評価、訂正する COVID-19 予防プログラムを書面にて用意し、この予

防計画に関するトレーニングを労働者に提供しなければなりません。これは単独の実施または、雇用主の傷害・疾病予防

プログラムの一部としても実施することができます。 

職場への入場 

雇用主は、COVID-19に感染している労働者が職場復帰の基準を満たしていない限り、職場に入場することを許可してはい

けません。1 

職場で感染者と濃厚接触した３〜５日後に、陰性と判定されていない場合は、職場復帰の基準を満たすまで職場に入場し

てはいけません。1 

  通知 

14日間以内に3名以上の労働者のCOVID-19への集団感染が判明した場合、雇用主は48時間以内に公衆衛生局に報告しなけれ

ばなりません。 
雇用主は、感染可能期間中に感染者と同じ職場にいたすべての労働者およびその他の労働者に、1営業日以内にウイルスに

曝露した可能性のあることが書かれた通知書を目立つように掲示するか、書面で通知しなければなりません。 

マスク 
感染者と接触のあった労働者は、屋内や共有車両内で作業する場合や周りの人と６フィートの間隔を確保できない場合、

屋外でもマスクの着用をする必要があります。2 
COVID-19感染後、職場に復帰する労働者は、周りに人がいる状況では合計10日間マスクを着用しなければなりません。 
職場で労働者のマスクの着用が義務付けられている場合、雇用主は無料でマスクの提供、着用の確認、必要に応じてマス

クを交換しなければなりません。 
マスクの着用が義務付けられていない場合でも、屋内や車両内で他の人と作業をし、高性能マスク(レスピレーター)を希

望する労働者には雇用主が無料で高性能マスクを提供する必要があります。雇用主はマスクのサイズの確認をし、隙間な

くフィットしているかどうかの確認方法など正しいマスクの付け方について労働者を指導しなければなりません。 

検査 

雇用主は、感染の可能性がある全ての労働者に対し、検査を週に最低一回は、追加費用なしで提供しなければなりません。

過去30日以内にCOVID-19検査で陽性であった無症状の労働者は例外となります。 
労働者に勤務を続けさせるためや、早めに職場復帰させるために、群公衆衛生局の隔離・待機に関するガイダンス3に従い

検査を受ける場合も、有給休暇中に雇用主は無料で検査を提供しなければなりません。雇用主は通常の勤務時間外に検査を

職場以外の場所で受ける場合でも、その時間に対して、労働者に賃金を支払わなければなりません。 

病気休暇 

雇用主は、連邦法、州法、地方法、雇用主の有給休暇の給与規定、または契約によって保証された有給休暇のうち、労働

者が取得できる病気休暇に関する情報を提供しなければなりません。カリフォルニア州のほとんどの労働者は、毎年最低

３日は病気休暇が与えられています。 

換気 

雇用主は、換気に関するカリフォルニア州・労働安全衛生局(Cal/OSHA)のガイダンス4を確認し、換気を改善することで、 
COVID-19の感染を防ぐ効果的な方法を開発、実施、維持しなければなりません。 

 
 
 
 
 

1. 公衆衛生局の職場復帰基準表を参照してください。 ph.lacounty.gov/acd/ncorona2019/docs/returntoworktables.pdf 
2. 医学的または精神的な健康状態や障害のためにマスクを着用できない人、聴覚障害者または聴覚障害者とコミュニケーションをとる人、または労働者がマスクを着用して行うことができない特定

の作業を行う場合には調整を行う必要があります。  
3. 群公衆衛生局の隔離・待機に関するガイダンスをご覧ください。 dir.ca.gov/DOSH/Coronavirus/Covid-19-NE-Reg-FAQs.html#iso 
4. 室内環境における、換気、ろ過、空気質に関する暫定ガイダンスをご覧ください。cdph.ca.gov/Programs/CID/DCDC/Pages/COVID-19/Interim-Guidance-for-Ventilation-Filtration- and-

Air-Quality-in-Indoor-Environments.aspx 

Worker Protections During COVID-19 Outbreaks (Japanese) | 4/6/2023 

職場での集団発生について安全上の懸念がある場合は 
上司や安全管理責任者に相談しましょう。     
労働組合の代表者に相談しましょう。 
Cal/OSHA に苦情を申し立てることができます。(電話番号) 833-579-0927 または (213) 576-7451 
ロサンゼルス郡公衆衛生局に匿名で苦情を申し立てることもできます。(電話番号) 888-700-9995 

http://ph.lacounty.gov/acd/ncorona2019/docs/returntoworktables.pdf
http://publichealth.lacounty.gov/acd/ncorona2019/docs/OutbreakWorkerProtectionsFlyer.pdf
https://www.cdph.ca.gov/Programs/CID/DCDC/Pages/COVID-19/Interim-Guidance-for-Ventilation-Filtration-and-Air-Quality-in-Indoor-Environments.aspx
https://www.cdph.ca.gov/Programs/CID/DCDC/Pages/COVID-19/Interim-Guidance-for-Ventilation-Filtration-and-Air-Quality-in-Indoor-Environments.aspx
https://www.cdph.ca.gov/Programs/CID/DCDC/Pages/COVID-19/Interim-Guidance-for-Ventilation-Filtration-and-Air-Quality-in-Indoor-Environments.aspx
https://www.cdph.ca.gov/Programs/CID/DCDC/Pages/COVID-19/Interim-Guidance-for-Ventilation-Filtration-and-Air-Quality-in-Indoor-Environments.aspx
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